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事
業
計
画

◎
定
期
総
会

曰
□

５
月
１７
日

（月
）

陽
□

洛
南
身
障
会
館

◎
法
人
化
２０
周
年
記
念
式
典
・福
祉
研
修
会

曰
□

８
月
１
日

（
日
）

囲
ロ

ル
ビ
ノ
京
都
堀
川

◎
体
幹
機
能
訓
練

目
□

９
月
２６
日

（日
）
予
定

場
□

未
　
定

◎
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
大
会

曰
□

１０
月
３‐
日

（日
）

∩
口
闘
Ψ
京
都
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地
域
リ
ハビ
リ
アー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

◎
忘
年
会

日
目

‐２
月
１７
日

（金
）

陽
ロ

ア
ー
ク
ホ
テ
ル

◎
新
春
の
つ
ど

い

曰
Ｕ

令
和
４
年
２
月
６
日

（日
）

陽
ロ

ル
ビ
ノ
京
都
堀
川

◎
広
報
事
業

『ぎ
ょ
う
と
身
障
の
福
量

を
年
４
回
発
行

◎

コ
ー
ラ
ス
部
活
動

施
設
訪
問
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
演

◎
ほ
ほ
え
み
交
流
活
動
支
援
事
業

文
化
教
養
部
会

の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
、
京
都
市
内

の
小

。
中
学
校

等

で
講
演
と
車
椅
子
体
験
授
業
等

を
行
い
、
障
害
者
の
理
解
と
共
生

社
会
の
啓
発
を
行
う
。

○
軽
ス
ポ
ー
ツ
事
業

～
ス
ク
エ
ア
ボ

ッ
チ
ャ
～

曰
□

４
月
１８
日

（日
）

圏
圏
Ｕ
地
域
リ
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ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
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○
第
６６
回
日
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体
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害
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福
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大
会

日
田

６
月

陽
□

東
京
都
内

又
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近
県

○
第
４‐
回
全
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
開
会
式

・
卓
球
大
会

目
□

７
月
１８
日

（日
）

瘍
□

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

・
卓
球
バ
レ
ー
大
会

曰
□

７
月
２５
日

（日
）

陽
□

島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都

・
ボ

ツ
チ
ャ
大
会

目
□

８
月
１
日

（日
）

陽
□

伏
見
港
公
園
体
育
館

・
水
泳
大
会

∩目
□
８
月
１５
日

（日
）

瘍
回

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
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・
陸
上
大
会

曰
□

９
月
１２
日

（日
）

日
□

た
け
び
し
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都

・
ア
ー
チ
ェ
リ
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大
会

〔□
□

９
月
１９
日

（土
）

陽
□

南
丹
市
日
吉
総
合
運
動
広
場

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会

曰
□

１０
月
１２
日

（日
）

自
悧
∪
京
都
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園

○
洛
南
夏
ま
つ
り

曰
∪

７
月
２５
日

（日
）

陽
□

洛
南
身
障
会
館

○
京
都
市
障
害
者
相
談
員
研
修
会

目
□

８
月
２２
日

（日
）

圏
□

京
都
テ
ル
サ

○
第
６２
回
政
令
指
定
都
市

身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
絡
協
議
会

曰
□

未
　
定

場
□

川
崎
市

○
ほ
ほ
え
み
広
場
２
０
２
１

目
□

１０
月
１６
日

（土
）

瘍
□

梅
小
路
公
園

○
第
４３
回
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会

種
目
別
交
流
大
会
　
卓
球
バ
レ
ー

曰
□

Ю
月
１７
日

（日
）

囲
□

障
害
者
教
養
文
化
会
館

〇
近
畿
ブ
ロ
ツ
ク
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

並
び
に
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

曰
□

未
　
定

爾
□

兵
庫
県

（詳
細
未
定
）

○
地
域
福
祉
の
つ
ど
い

一日
□

１１
月
２３
日

（火

・
祝
）

陽
□

未
　
定

○
交
通
局
と
の
意
見
交
換
会

曰
田

Ю
月
頃

陽
回

サ
ン
サ
右
京

○

「障
害
者
週
間
」
市
民
啓
発
事
業

曰
□

‐２
月
４
日

（土
）

囲
□

各
区
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル

○
「障
害
者
週
閲

市
民
啓
発
事
業
（府
市
合
同
）

曰
日

未
　
定

陽
日

未
　
定

○
ふ
れ
あ
い
卓
球
バ
レ
ー
大
会

曰
□

‐２
月
５
日

（
日
）

陽
□

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
洛
南
新
春
餅

つ
き
大
会

曰
□
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和
３
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１
月
９
日

（日
）

圏
□

洛
南
身
障
会
館

○
京
都
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障
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相
談
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研
修
会

曰
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令
和
４
年
１
月
下
旬

陽
□
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○
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第
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全
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す
駅
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□
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和
４
年
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日
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京
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¨
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定
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ハ
ワ
イ
旅
行

２７
年
前
、
上
京
区
肢
体
障
害
者
協
会

の
ハ
ワ
イ
旅
行
に
私
も
声
を
か
け
て
も

ら
い
、
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

添
乗
員
を
入
れ
て
１６
名
集
ま
り
ま
し
た
。

今
な
ぜ
、

こ
の
旅
行
記
を
書
く
気
持

に

な

っ
た
か
と

い
う
と
、
先
日
テ
レ
ビ

の

再
放
送

で
ハ
ワ
イ
在
住

の
日
本
人

で
７

年
前
に
出
演
さ
れ
た
方
が

コ
ロ
ナ
禍

の

現
在

の
ハ
ワ
イ

の
様
子
の
取
材
を
受
け

放
映
さ
れ
て
い
た
の
で
、
な

つ
か
し
く

な
り
旅

の
思

い
出
を
書
き
た
く
な
り
ま

し
た
。

説
明
会

の
時
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
ー
　
車

椅
子
の
メ
ン
バ
ー
は
４
人
、
他

の
人
は

元
気
な
人
達

で
す
。

こ
の
旅

で
私
は
２

つ
の
失
敗
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ひ

と

つ
は
現
地

で
車
椅
子
を
予
約
し
て
い 伏

見
区
　
若

葉

た

の
で
す
が
大
き
な
間
違

い
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
な
ん
で
？
と
思
わ
れ
ま
す
よ

ね
。
乗

っ
て
み
た
ら
、
な
ん
か
す
ご
く

こ
ぎ
に
く

い
――

し
ば
ら
く
し
て
ア

ッ
と
気
が

つ
き
ま

し
た
。
外
人
用
な

の
で
座
席

の
幅
が
広

く
て
、
動
か
す
時
に
腕
が
広
が
る
の
で

力
が
出
せ
な
か

っ
た
の
で
す
。
も
う
ひ

と

つ
は
免
税
店

で
ト
イ
レ
を
探
し
て
い

る
と
、
店
員
が
手
ま
ね
き
を
し
て
く
れ

広

い
壁

の
前
に
行
き
ま
し
た
。
壁
と
思

っ
た
の
は
カ
ー
テ
ン
で
、
ザ
ー
と
あ
け

る
と
ト
イ
レ
の
入
口
で
し
た
。
ド
ア
に

手
を
か
け
た
時
に
清
掃
員

の
女
性
が
大

き
な
声

で

「
メ
ン
」
と
言

っ
た
の
で
す

が
、
私
は
何

っ
と
思

い
な
が
ら
入
り
ま

し
た
。
入

っ
て
ビ

ッ
ク
リ
ー
　
壁

の
高

い
所
か
ら
便
座
が
ヌ

ッ
と
出

て
る
。

エ

ッ
ー
ー
　
な
ん
と
か
腰
を
掛
け
て

「
さ

す

が
外
国
や
、
背
が
高

い
か
ら
や
な

ぁ

…
…
」

で
も
出

て
き

て
上
を
見
て
ビ

ッ

ク
リ
。
「〓
の
３
．■

と
書

い
て
あ
り
ま
し

た
。
さ

っ
き

の
女
性
は

「
男
性
用
だ
よ
」

と
言

っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
ま

っ
、
旅

の
恥
は
か
き
す
て
と
言
い
ま
す
の
で
…
…
。

も
う
ひ
と

つ
の
ビ

ッ
ク
リ
。
参
加
者

の
中
に
御
主
人
が
車
椅
子
の
御
夫
婦
が

お
ら
れ
ま
し
た
。
説
明
会

の
時
は
話
し

か
け
ら
れ
て
も
知
ら
ん
顔
。

ハ
ワ
イ
２

日
目
の
朝

に
庭

で
バ

ッ
タ
リ
会

い
挨
拶

を
と
思

っ
た
ら
、
む
こ
う
か
ら

「
お
は

よ
う

ッ
」
と
笑
顔

で
、

エ
ッ
ー
ー
　
も

う

ひ
と
り

の
ビ

ッ
ク

リ
は
説
明
会

で

会

っ
た
女
性
、
話
も
間
か
ず
自
分

の
中

に
篭

っ
て
い
る
よ
う
、
パ

ン
フ
レ

ツ
ト

も
逆
さ
ま
に
見

て
友
人

の
注
意
に
も
知

ら
ん
顔
、
そ
の
人
が
現
地

で
は
び

っ
く

り
す
る
程
元
気

で
お
し
ゃ
べ
り
し
、
お

嫁
さ
ん
の
事
ま
で
楽
し
そ
う
に
話
題
に

な

っ
て
い
た
。

こ
の
町
で
は
散
歩
し
て

い
て
も
た
く
さ
ん

の
人
が
笑
顔

で
ア
ロ

ハ
ー
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
で
気
持

が
変
わ

っ
て
ど
ん
な
人

で
も
元
気

に
な

一
爾

会

去
年

の
夏
私
は
膝
痛
が
悪
化
し
手
術

を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
病
院
は

コ

ロ
ナ
棟
も
あ
り
、
そ
の
後

の
患
者
感
染

も
あ
る
時

で
し
た
。
そ
れ
で
医
師
も
看

護
師
さ
ん
も

マ
ス
ク
姿

で
素
顔
が
わ
か

り
ま
せ
ん
。
笑
顔
が
見
え
な

い
の
は
と

て
も
残
念

で
し
た
。
術
後
も
順
調
で
リ

ハ
ビ
リ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
リ

ハ
ビ
リ

の
先
生
は
と
て
も
厳
し

い
先
生

で
し
た
。

マ
ス
ク
の
上
に
見
え
る
目
は
と
て
も
ま

つ
毛

の
長

い
き
れ
い
な
目
を
し
た
方

で

し
た
。
わ
ず
か
１
週
間
位
な

の
に
使
わ

な
か

っ
た
筋
肉
は
硬
く
な
り
、
リ

ハ
ビ

リ
の
度
に
痛
さ
に
涙
が
こ
ば
れ
ま
し
た
。

あ
る
時
思
わ
ず

「先
生
よ
く

こ
ん
な
事

が
出
来
る
ね
―
」
と
言
う
と
、
即
座

に

「
僕

に
は
愛
情
が
あ

る
か
ら
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
声
は
真
剣

で
ハ
ッ
と

し
ま
し
た
。
「
こ
こ
で
僕
が
ひ
る
ん
だ
ら

患
者
さ
ん
は
歩
け

へ
ん
や
ろ
」
と
。
納

得

の
言
葉

で
し
た
。
杖
を
も
ち
少
し
歩

け
る
よ
う
に
な

っ
た
時
、
又
感
染

の
う

る
の
だ
と
思

っ
た
。

ハ
ワ
イ
、
き
ら
め

く
太
陽
と
陽
気
な
人
達
が
心
を
元
気
に

し
て
く
れ
る
ス
テ
キ
な
国
な
の
だ
。
日

本

の
よ
う
に
ち
ぢ

こ
ま
る
事
が
な

い
明

る
い
国
な

の
だ
。
元
気

で
楽
し
く
良

い

旅
が
出
来

て
ほ
ん
と
う
に
良
か

っ
た
。

又
会

の
皆
さ
ん
と
元
気
な
う
ち
に
ハ
ワ

イ

ヘ
行
く
事
が
出
来
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。

ひ
ば
り
子

わ
さ
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
面

会
も
禁
止

に
な
リ
リ

ハ
ビ
リ
も
中
断
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
術
後
に
せ
ん
妄
症
に

な

っ
た
り
腸
に
菌
が
入
り
熱
が
続

い
た

り
で
精
神
的

に
か
な
り
ま

い

っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
私
を
見
て
先
生
は

「
家

で
自
分

で
キ
チ
ン
と
リ

ハ
ビ
リ
を
す
れ

ば
必
ず
歩
け
る
よ
う
に
な
る
か
ら
も
う

帰
り
Ｈ
」
と
言
わ
れ
退
院
し
ま
し
た
。

家
に
帰
る
と
家
族
に
守
ら
れ
気
持
も
落

ち
着
き
す

っ
か
り
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
に
教
わ

っ
た
通
り

の
リ

ハ
ビ
リ
を

続
け
た
結
果
、
杖
な
し
で
歩
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
先
生
に
お
会

い

で
き
て
本
当

に
良
か

っ
た
で
す
。　
一
度

も
素
顔
を
見
ら
れ
な
か

っ
た
先
生

で
す

が
、
あ
の
美
し

い
目
を
時

々
思

い
出
し

ま
す
――
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キスペンス

あ
っ
、
青
い
車
だ

一削

田

心
機

一
転
を
期
待
す
る
転
居
で
し
た
が
、

引
越
し
最
中
に
、
突
如
と
し
て
勃
発
し
た

奇
怪
な
爆
発
音
の
轟
く
異
様
な
新
居
に
驚

愕
。
そ
の
不
可
解
さ
は
、
そ
の
夜
、
再
び

の
奇
襲
が
牙
を
む
き
、
前
代
未
間
の
恐
ろ

し
い
地
獄
図
を
展
開
し
た
の
で
す
。

人
体
実
験
さ
な
が
ら
の
卑
劣
な
攻
撃
法

は
、
強
い
電
流
が
足
に
入

っ
た
瞬
間
、
両

足
が
痺
れ
上
が
り
、
感
覚
を
失

っ
た
Ｈ

そ
の
凄
ま
じ
さ
は
悲
鳴
と
共
に
、
布
団
か

ら
身
体
が
飛
び
上
が
り
、
ま
る
で
切
断
機

で
両
足
を
切
り
落
と
さ
れ
る
か
と
思
う
痛

烈
さ
で
、
恐
怖
と
戦
慄
の
生
地
獄
に
遭
遇

し
ま
し
た
。
筆
舌
に
尽
き
ぬ
様
相
を
呈
し

た
実
情
は
、
自
然
現
象
で
決
し
て
起
こ
り

得
な
い
出
来
事
で
す
。
誰
か
の
手
に
よ
る

「罠
」
だ
と
直
感
し
、
「
こ
の
近
く
に
犯
人

が
い
る
」
と
の
強
い
確
信
で
、
翌
日
、
階

下
の
住
人
と
対
峙
し
ま
し
た
。

引
越
し
の
挨
拶
に
来
た
と
言
う
私
に
、

中
国
帰
国
者
夫
婦
は

一
言
も
声
を
出
さ
ず
、

ニ
タ
ニ
タ
と
笑
い
続
け
る
だ
け
で
、
得
体

の
知
れ
な
い
挙
動
不
審
な
態
度
が
私
の
予

感
を
的
中
さ
せ
た
。

そ
れ
な
ら
ば
、
の
た
打
ち
回
る
昨
夜
の

地
獄
図
を
覗
き
見
し
て
い
た
に
相
違
な

い
＝
一　
こ
の
手
の
犯
罪
は
必
ず
盗
聴

・
盗

撮
器
を
潜
ま
せ
工
作
を
施
し
、
自
分
達
の

仕
掛
け
た
成
果
を
モ
ニ
タ
ー
で

「
ほ
く
そ

笑
む
」
の
が
常
套
手
段
で
す
。

そ
の
確
認
の
為
に
、
対
峙
し
た
後
で
私

宅
内
か
ら
大
声
で
コ
一階
に
犯
人
が
い
る
」

と
、
怒
鳴

っ
て
や
り
ま
し
た
。
そ
の
時
で

す
。
部
屋
の
電
気
が
消
え
た
。
使
用
中
の

電
気
製
品
の
電
源
が
遮
断
さ
れ
て
、
機
能

不
可
に
陥

っ
た
。
洗
濯
機
は
洗
う
途
中
で

停
止
、
炊
飯
器
、
ラ
ジ
オ
、
ス
ト
ー
ブ
の

通
電
ラ
ン
プ
が

一
斉
に
消
え
て
作
動
を
停

止
し
た
。

通
電
の
な
い
毎
日
は
生
活
に
支
障
を
き

た
し
、
日
々
の
暮
ら
し
が
成
り
立
た
ず
、

辛
辣
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
態
を
熟
慮
す
る
と
、
私
宅
の
電
気

回
路
が
輩
宅
に
引
き
込
ま
れ
て

一
本
化
し

た
中
で
、
自
在
に
操
作
を
可
能
に
し
た
の

だ
と
判
断
で
き
る
。

盗
聴

。
盗
撮
器
が
潜
む
我
が
家
は
、
全

電
気
系
統
の
席
巻
さ
れ
た
事
実
が
明
白
と

な
り
ま
し
た
。
実
際
、
洗
濯
機
が
三
日
後

に
作
動
し
て
勝
手
に
洗
濯
を
終
了
さ
せ
た

事
が
何
よ
り
の
証
し
で
す
。

こ
の
電
気
操
作
こ
そ
、
輩
達
の
悪
事
の

本
領
発
揮
す
る
最
大
の
武
器
で
あ
る
。
姿

・
形
が
無
く
て
、
誰
の
目
に
も
止
ま
ら
ず
、

証
拠
の
出
な
い
安
全
牌
を
犯
行
の
武
器
に

利
用
し
た
威
力
は
、
爆
発
音
や
地
獄
図
を

展
開
さ
せ
ま
し
た
。

人
体
実
験
に
匹
敵
す
る

「電
気
シ
ョ
ッ

ク
」
の
恐
怖
に
身
の
危
険
を
感
じ
た
私
は
、

翌
日
、
伏
見
区
役
所

へ
転
入
届
の
提
出
に

走

っ
た
。
万
が

一
の
場
合
、
身
元
不
明
で

は
頑
張

っ
て
生
き
て
き
た
甲
斐
が
無
い
Ｈ

帰
宅
す
る
な
り

「あ

っ
」
と
驚
き
の
声

と
共
に
、
立
ち
す
く
ん
だ
。
留
守
の
間
に

誰
か
が
忍
び
込
ん
だ
形
跡
が

一
目
瞭

然
で
、
下
駄
箱
の
上
の
置
物
が
大
き

く
移
動
し
、
人
形
が
後
向
き
に
座
ら

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

市
住
宅
局
か
ら
受
け
取

っ
た
鍵
が
、

入
居
２
日
目
に
し
て

「住
居
不
法
侵

入
」
を
公
然
と
や
ら
か
す
現
実
を
目
の
当

り
に
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
を
丸

裸
に
さ
れ
て
生
き
る
覚
悟
は
辛
く
、
さ
れ

ど
も
、
今
す
ぐ
に
何
処

へ
逃
げ
出
す
先
も

無
い
。
向
島
団
地
で
、
残
酷
な
地
獄
図
を

視
野
に
、
身
体
を
張

っ
て
生
き
て
み
よ
う

と
決
意
し
ま
し
た
。
（事
実
、
こ
の
１７
年
間

で
足

へ
の
電
流
攻
撃
で
、
呻
き
声
を
上
げ

る
事
が
何
度
あ

っ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
真

実
で
す
。
）

悪
夫
婦
の
侵
入
は
増
長
の

一
途
で
、
そ

の
大
胆
不
敵
さ
は
気
付
か
ぬ
間
に
物
が
盗

ま
れ
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と
、

鍵
を
何
回
も
取
り
替
え
た
が
、
翌
日
に
は

必
ず
侵
入
を
ク
リ
ア
し
て
、
そ
の
証
し
に

下
駄
箱
の
中
の
靴
３
足
を
外
に
並
べ
て
見

せ
つ
け
る
有
様
で
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
、

輩
が
停
止
状
態
に
操
作
す
る
の
で
何
の
役

に
も
立
ち
ま
せ
ん
。

あ
る
日
、
絨
毯
が
ま
き
上
げ
ら
れ
て
、

本
箱
に
被
せ
て
あ

っ
た
。
警
察
に

一
報
で

警
官
２
人
が
現
場
写
真
を
撮

っ
た
が
、
空

き
巣
で
は
な
い
と
ウ
ヤ
ム
ヤ
に
終
る
。

又
、
あ
る
時
は
重
要
書
類
入
れ
か
ら
生

命
保
険
証
書
を
盗
み
出
し
た
。
保
険
会
社

の
再
発
行
で
事
な
き
を
得
た
が
、
悪
夫
婦

は
私
が
福
祉
事
務
所
に
行
く
の
を
嫌
う
。

自
分
達
の
悪
行
を
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
直

訴
す
る
と
言
う
私
の
独
り
言
に
バ
ン
チ
カ

が
あ
る
よ
う
だ
。
車
の
件
で
更
新
手
続
き

に
向
か
う
日
、
免
許
証
と
車
検
証
を
盗
み
、

足
止
め
を
し
た
卑
劣
な
人
間
性
を
持

つ
Ｈ

コ
ー
ラ
ス
で
ピ
ア
ノ
伴
奏
さ
れ
る
先
生

宅
で
、
中
国
残
留
孤
児
体
験
談
を
聞
く
会

に
参
加
。
そ
の
女
性
は
中
国
帰
国
者
団
体

の
京
都
支
部
長
で
、
住
所
も
私
が
３０
年
暮

し
た
同
じ
団
地
の
人
。
そ
し
て
何
よ
り
の

情
報
は
輩
宅
に
遊
び
に
行
く
仲
だ
と
Ｈ

世
間
は
狭
い
。
支
部
長
に
悪
事
が
バ
レ
な

い
か
と
、
少
し
は
輩
に
プ
レ
ツ
シ
ヤ
ー
が

生
れ
舞
あ
緬
狛
い
い
　
も

「天
網
恢
恢
疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず
」
天
の

網
は
広
大
で
目
が
荒
い
よ
う
だ
が
、
悪
人

は
漏
ら
さ
ず

こ
れ
を
捕
ら
え
る
。
悪
い
事

を
す
れ
ば
、
必
ず
天
罰
が
下
る
意
。
中
国

の
偉
人
の
残
し
た
有
名
な
言
葉
で
す
。

（を死
）
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舅
舅
が
７

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

京
都
市
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市

民
の
皆
様
の
命
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
国
か
ら
ワ
ク
チ
ン
が
供
給
さ
れ
次

第
、
希
望
さ
れ
る
市
民
の
皆
様
に
迅
速
か

つ
安
心
安
全
に
接
種
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
京
都
市
民
の
方

Ｔ
↓

で
６５

歳
以
上
の
方

１
２

に
、
国
の
示
す
４
月

２３
日
ま
で
に
ワ
ク
チ
ン
の

「接
種
券
」
を

お
届
け
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

ら
れ
る
場
合
、
今
回
お
届
け
す
る

「接
種

券
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
「接
種
券
」

は
大
切
に
保
管
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
万

一
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た

「接
種
券
」
の
送
付
後
、
ワ
ク
チ

ン
供
給
量
に
応
じ
て
順
次
お
届
け
す
る
「予

約
開
始
の
お
知
ら
せ
」
で
、
予
約
方
法
や

接
種
場
所
、
当
日
の
持
ち
物
な
ど
、
詳
し

い
こ
と
を
御
案
内
し
ま
す
。

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
す
る
必

要
が
あ
り
、
２
回
と
も
無
料
で
受
け
て
い

た
だ
け
ま
す
。
接
種
は
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

御
不
明
な
点
な
ど
は
、
京
都
市
新
型

コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（Ｆ
一［づ
∽
＼̈
＼
く
”
０
０
いが
①
∽‐ズ
Ч
Ｏ
一〇
‐の
言
く
」
も
＼
）

を
御
覧
い
た
だ
く
か
、
京
都
市
新
型

コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

７

５

１

９

５

０

１

０

８

０

８

Ｆ

Ａ

Ｘ

０

７

５

１

９

５

０

１

０

８

０

９

〔８
時

～
１７
時
３０
分
、
土
曜
日

。
日
曜
日

・

祝
日
も
受
付
じ

ま

で
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

＊
１
　
令
和
３
年
１
月
１
日
時
点
に
お
い
て

京
都
市
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
方
。

＊
２
　
昭
和
３２
年
４
月
１
日
以
前
に
お
生
ま

れ

の
方
。

餃
は
み
ど
り
こ
そ

み
ど
り
子
の

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
開
催
時
に
は

一
人

で
も
多
く

の
ご
参
加
を
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

ま
た
本
年
は
役
員
改
選

の
年

で
あ
り
、

次
号
で
は
新
し
い
役
員
を
掲
載
す
る
予

定

で
お
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
顔
ぶ

れ
に
な
り
ま
し
て
も
、
会
員
お

一
人
お

一
人

の
お
力
添
え
が
あ

っ
て
の
協
会

で

す

の
で
、
ご
理
解

。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
当
協
会

の
機
関
紙

「身
障

の

福
祉
」
は
、
協
会

の
顔

で
も
あ
り
、
会

員

の
皆
様
か
ら

の
原
稿
が
あ

っ
て
こ
そ

発
行
を
続
け
て
い
く
事
が
で
き
ま
す

の

で
、
郵
送

・
メ
ー
ル

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
、
投

稿
し
や
す

い
方
法

で
原
稿
を
お
寄
せ
頂

き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

広
報
部

産

声

き

き

て

涙

す

る

中
京
区
　
勝
山
圭
子

昨
年
Ｈ
月
２０
日
で
法
人
化
２０
周
年
を

迎
え
、
本
来
な
ら
ば
今
年

の
２
月
７
日

に

「
法
人
化
２０
周
年
記
念

。
新
春

の
つ

ど

い
」
を
開
催
す
る
予
定

で
し
た
が
、

「緊
急
事
態
宣
言
」
の
発
出
に
よ
り
、
今

年
８
月
１
日
に
延
期
さ
れ
、
「福
祉
研
修

会
」
と

「
法
人
化
２０
周
年
記
念
式
典
」

を
同
時
開
催
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
新
聞
等

で
も
ご
存
知

の
よ
う
に

京
都
市

の
財
政
危
機

の
影
響

で
、
委
託

金

・
助
成
金
も
削
減
さ
れ
る
事
が
決
ま

っ
て
い
る
為
、

１
面

の

「
事
業
計
画
」

で
も
解
る
よ
う
に
、　
一
部

の
事
業
を
中

止
し
な
が
ら
も
、
会
員

の
皆
さ
ん
が
楽

し
ん

で
頂
け
る
事
業
を
開
催
し
た

い
と

① クイズの答え ②住所

③ 氏名 ④ 電話番号 ○
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